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現のメカニズムおよびそれがもたらす
集団へのインパクトの予測に役立つだ
ろう。

ほかにも上記で紹介できなかった
が，F1 雑種が 2 生態型以上の表現型
可塑性を有し，それが幅広い環境での
適応を促進している可能性が，筆者ら
の研究で明らかになりつつある。近年，
新熱帯区に由来するチガヤ属で系統解
析が行われており，知見の蓄積が進ん
だ (Cordobés et al. 2021)。この知見
を駆使して，2 生態型の起源に迫るこ
ともできそうだ。これらの研究で得ら
れる知見は，世界においてはチガヤの
適切な防除に，日本においてはチガヤ
の適切かつ有効な活用に役立てること
ができるだろう。今後も，引き続き研
究をつづける所存である。
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図-8 チガヤの雑種集団がF1雑種だけ存在し，維持されるメカニズム。
2⽣態型とF1雑種の開花期には半年近い差異があるため，戻し交雑は起こらない。また，⽣育地の
F1雑種の結実率が低く，わずかに⽣産された種⼦は冬季の低温により発芽が阻害されている。おそ
らく，種⼦は翌春までに死亡しており，それゆえにF2雑種が存在しないと⽰唆される。

図 -8　  チガヤの雑種集団が F1 雑種だけ
存在し，維持されるメカニズム

2 生態型と F1 雑種の開花期には半年近い
差異があるため，戻し交雑は起こらない。
また，生育地の F1 雑種の結実率が低く，
わずかに生産された種子は冬季の低温に
より発芽が抑制されている。おそらく，
種子は翌春までに死亡しており，それゆ
えに F2 雑種が存在しないと示唆される。
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小学校の門の前は公園であった。公園といっても遊具がある
わけでもなく，「M 公園」と書かれたコンクリートの門柱があ
り，1m ほどの高さのフェンスで囲われているだけで，そのフェ
ンスもあちこちで破れて穴が開いていた。公園の奥の隅が周り
より少し高い小山になっていて，男の子たちはそこから自転車
で走り下りたりして遊んでいた。公園の中はそんな子ども達が
走り回るところだけ踏まれて硬くなり草は生えていなかった。

もう半世紀以上も前，小学校の5，6年生の頃だっただろうか，
友達たちとその公園で遊んでいた。公園の小山の向こうには小
さな釣り堀があり，小山の上から釣りをする人の釣り竿を眺め
ていた。何気なく目を上げた時，家々の屋根の向こうに今まで
気が付かなかった背の高い煙突が見えた。「あの煙突はなんだ。
いつも行く銭湯の煙突ではないぞ」ということで，何人か連れ
立って自転車で見に行ったことがあった。

それから半世紀以上が過ぎ，再びその公園を訪ねてみた。釣
り堀は埋め立てられ一部は公園になっていた。もっと高いと
思っていた小山も存外低いものであった。その小山に登っても，
周りに立派な家が立ち並び，煙突は見えなくなっていた。小学
生の時に辿った道を思い出しながら煙突を探した。

その煙突は半世紀前と変わらずにそこにあった。その「赤い」
煙突は，今は使われていないようだが酒造会社の煙突であった。

やすたけまり氏の現代の口語短歌にこんな歌がある。
　ゆれていたニワゼキショウもスズガヤも酒屋のあかい煙突の下

今ではすっかり街に埋もれてしまった煙突であるが，半世紀
前にはあの煙突の下にもニワゼキショウが咲いていたのだろう
か。ちなみに「スズガヤ」は「ヒメコバンソウ」のこと。

ニワゼキショウはアヤメ科ニワゼキショウ属の多年草または
一年草。北米原産の帰化植物。牧野富太郎によると明治時代に
実験用として小石川植物園に導入されたものが逃げ出したとさ
れるが，北米から非意図的に入ってきたともいわれる。全国の
芝地，路傍，空き地など，日当たりの良い場所で生育。背丈は
10cm ～ 20cm で葉の基部は扁平で茎も扁平。茎の先に細い花
柄を出し 5 月～ 6 月に 1.5cm ほどの花をつける。花被片は 6
枚で白色あるいは赤紫色，濃い色の筋があり中心部は黄色。花
色はメンデルの法則にしたがい，白色が顕性，赤紫色が潜性だ
という。花は受粉すると 1 日で萎む。数株で咲いていること
は珍しく，芝地や背の低いイネ科植物の間などで群生して咲い
ているのを見ることが多い。
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